
 

 

 

 

  

1968 年(昭和 43 年）日本に初めて 100 メートルを超す建築、

「霞が関ビル」が誕生した。まだ高さ制限が 31 メートルだっ

た 1960 年代前半、当時の三井不動産社長の命を受け、このビ

ル建築チームのリーダーとして参加したのが郭茂林だった。

「ひとりでは何もできない」。戦前台湾から上京し、20 年近く

も東京大学で建築を研究してきた郭は、その間に培った人脈を

フルに活かして学会の権威や建築業界の精鋭たちの力を集約。

そして過去だれも成し得ていない巨大プロジェクトに真っ向

から立ち向かう。数知れない難関を乗り越え、高さ制限の法律

改定、H 型重量鉄骨の開発、各種建築新工法の考案などを実現

し、日本初の超高層ビル建設を成功へと導いていった。 

 その後、浜松町の世界貿易センタービル、新宿の京王プラザ

ホテル、池袋のサンシャイン 60 と、高さの記録更新を続け、

日本を代表する超高層ビルを次々と築いていく。郭の活躍の場

はビル単体にとどまらず、新宿副都心開発も手掛けた。だれに

対しても臆することなく接し、プロジェクトが大きくなればな

るほど、郭の存在感は増していった。 

 台湾生まれの郭は、台北駅前の新光三越ビルを自ら設計した。

台湾を旅したことがある日本人なら、だれもが一度は目にする

であろう超高層ビルである。そして、同郷の政治家、李登輝  

（初代台湾人総統）と共に台北市の都市開発にも尽力する。 

 郭は 90 歳を目前にした 2010 年秋、故郷への旅に出た。青春

時代（旧制中学卒業まで）を過ごした台湾で何を振り返り、何

を伝えようとするのか。仲間を信じることで国籍を問わず、だ

れからも愛されていた郭茂林の人生を追った。 


